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大会次第大会次第

１．開会式

■主催者挨拶
公益財団法人日本ＩＣＴテレコムユーザー協会

東北事業推進部⾧ 森谷 孝史

■審査委員紹介
審査委員⾧

オッフルエム 代表 田原 美晴
審査委員

Officeﾗｲﾌｷｬﾘｱ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 代表 ｷｬﾘｱｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ 藤原 みよ
審査委員

ヴォイス＆トーク 代表 声と話し方ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ 赤間 裕子

■競技説明
・競技上の注意

２．競技

３．表彰式
・入賞者発表
・表 彰

４．講 評

５．閉 会
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参加者氏名参加者氏名 （企業名50音順 敬称略）
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順位競技順フリガナ競技者出場枠事業所名

タナカ リエ田中 理絵一般ＮＴＴ ＭＥ株式会社 設備マネジメント部
カスタマサービスセンタ1

タケハナ サツキ竹鼻 砂津紀一般ＮＴＴ ＭＥ株式会社 テクニカルリレーション部2

フジモリ タケハル藤森 丈晴一般NTTテレコン株式会社東北支店3

キクチ サナエ菊池 早苗一般NTTドコモビジネスエンジニアリング株式会社4

クマガイ リョウタ熊谷 亮汰新社NTTドコモビジネスエンジニアリング株式会社5

ヤマウチ タカシ山内 隆一般NTTドコモビジネスエンジニアリング株式会社6

カトウ ケン加藤 賢一般NTTドコモビジネスエンジニアリング株式会社7

モリヤ マサヨシ守屋 勝克一般NTTドコモビジネスエンジニアリング株式会社8

ムラヤマ ヒカル村山 陽新社NTTドコモビジネスエンジニアリング株式会社9

アベ タツミ阿部 辰巳新社NTTドコモビジネスエンジニアリング株式会社10

チバ メイナ千葉 芽衣奈一般NTTドコモビジネスエンジニアリング株式会社11

キクチ ケンタ菊地 健太新社NTTドコモビジネスエンジニアリング株式会社12

コンノ テルユキ紺野 輝幸一般NTTドコモビジネスエンジニアリング株式会社13

ショウジ アスカ庄子 明日花一般株式会社アイリスプラザ14

コクボ ヒロミ小久保 広美一般株式会社アイリスプラザ15

ウザワ ミキ鵜澤 美樹一般株式会社アイリスプラザ16

ノダ チアキ野田 千亜妃一般株式会社アイリスプラザ17

ハニュウ キヨミ羽生 清美新社株式会社アイリスプラザ18

ウルシヤマ アイコ漆山 愛子一般アルティウスリンク株式会社19

テラシマ サヤカ寺嶋 さやか一般イオンフィナンシャルサービス株式会社
北日本コールセンター20

イタガキ ミイ板垣 未惟一般イオンフィナンシャルサービス株式会社
北日本コールセンター21

イノウエ マユミ井上 真弓一般株式会社菓匠三全22

クサカ エリコ日下 恵里子一般株式会社菓匠三全23

ヨコヤマ キヨコ横山 記代子一般株式会社菓匠三全24
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順位競技順フリガナ競技者出場枠事業所名

ハセバ トモカ⾧谷場 朋加一般個人参加25

オオタ ホナミ太田 穂奈実一般仙台ターミナルビル株式会社
ホテルメトロポリタン仙台26

クドウ ワカナ工藤 わかな新社仙台ターミナルビル株式会社
ホテルメトロポリタン仙台27

フタムラ ヨシアキ二村 好昭一般損害保険ジャパン株式会社 東北保険金サービス部
仙台保険金サービス第二課28

タカハシ ナオヤ髙橋 直也一般損害保険ジャパン株式会社 東北保険金サービス部
仙台保険金サービス第二課29

チバ キョウコ千葉 慶子一般損害保険ジャパン株式会社 東北保険金サービス部
仙台保険金サービス第二課30

ナカタ ヨシヒロ中田 吉弘一般損害保険ジャパン株式会社 本店専門保険金サービス部
宮城調査課31

ササキ ユウカ佐々木 優佳新社パナソニックテクノサービス株式会社32

ホンダ ミカ本多 美佳一般医療法人 松田会33

サトウ ノブエ佐藤 伸江一般医療法人 松田会34

フルカワ チカコ古河 知佳子一般三井住友海上火災保険株式会社35

シバサワ ミウ柴澤 美羽新社三井住友海上火災保険株式会社36

タカハシ コノミ髙橋 好実新社三井住友海上火災保険株式会社37

クトウ スミエ宮東 寿美恵一般リコージャパン株式会社 デジタルサービス営業本部
ＣＸセンター 北海道・東北コンタクト部 東北グループ38

参加者氏名参加者氏名 （企業名50音順 敬称略）



競技の説明競技の説明
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１．本コンクールは、企業や事業所の社員の電話応対技能のレベルアップを通じて、顧客満足経営の
推進を図るための人材育成を目的として毎年実施しています。
参加者は、毎年設定される競技問題に取り組み、電話応対技能を競い合います。

２．競技は、競技順番を伝えてから応対を開始してください。

３．メモの持込は地区大会に限り認めます。

４．競技方法
2026年度審査基準 以下の６項目で審査します。合計点は、100点です。

(1)最初の印象（初期応対）5 点
第一声から本題に入るまでの印象をチェックする。
・社名等の名乗り、挨拶、相手もしくは用件の確認等、電話の初期応対全体

(2)基本応対スキル 20 点
語調、語感、間、言葉遣い等、自然な話し方であるかどうかをチェックする。
・声の大きさ、話すスピード、自然な抑揚、声の表情、声柄、間、発声、発音、歯切れのよさ、
敬語、応対用語、相づち、口癖、場にあった表現の工夫等

(3)コミュニケーションスキル 20 点
傾聴力、共感力、手際、機転、説明の仕方等コミュニケーションスキルをチェックする。
・要点の把握、聴きとる力、訊きだす力、説明力、処理の仕方、手際の良さ等

(4)情報・サービスの提供 20 点
確かな情報、業務知識を持って、情報やサービスをお客様へ提供できたかをチェックする。
・情報提供力、業務知識、信頼性、企業アピール力、自然なセールストーク等

(5)最後の印象 5 点
電話の最後（クロージング）、余韻効果をチェックする。
・終わりの挨拶、名乗り、大事なことの繰り返し、受話器の扱い、切った後に残る余韻、会社への
イメージ等

(6)全体評価 30 点
審査項目の(1)～(5)の評価が高いにもかかわらず、トータルとして良い印象を受けない応対があり
ます。反対に、(1)～(5)の評価には問題があっても、好感の持てる応対もあります。それは、そこに
(1)～(5)の評価とは別に、何か心を捉える満足感があるからです。電話応対全体から感じられる人
間的な温かさや、一言に表れる思いやり、心くばりなどを、0 点から 30 点の範囲で審査委員の裁量
で加点します。

例えば
・お客様の要望に沿った商品をわかりやすい言葉で伝えることができたか。

・ 今後もこの「フラワー・ド・ユーザー」に花の相談をしたいと思ったか。
・ 全体として温かみがあり、感じの良い応対であったか。

(7)競技時間は３分以内です。
①競技者は模擬応対者に電話し、「私は○番です」と告げ、いったん電話を切ります。
②計測は競技者の応対開始（名乗り）から始め、応対が終話した（受話器を置いた）時点までとします。

但し、３分を超えた場合、超過秒数に係らず、審査委員１名につき１点を減点します。
（県大会においては、３分を超えた場合は、１５秒毎に審査委員１名につき１点を減点します）

５．本大会の入賞者は、仙台広域地区代表として、宮城県大会（9月29日）に出場していただきます。
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